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特集

次期学習指導要領への改訂を
前に、「探究的な学び」に改めて
注目が集まっています。今回は、
次期学習指導要領に向けた議
論を踏まえ、その意義を振り返る
とともに、実践例から今後の授業
づくりのヒントを考えます。

取材・文●甲斐ゆかり（サード・アイ）
イラスト●あきんこ

注：イメージ中の「✓」は、教師からどの範囲の情報が与えられているかを表している
出典：文部科学省 教育課程部会　生活、総合的な学習・探究の時間WG取りまとめ（案）〈令和8年8月4日会議後修正版〉

出典：文部科学省 教育課程部会　生活、総合的な学
習・探究の時間WG取りまとめ（案）〈令和8年8月4日
会議後修正版〉

たしかな力を探す
「探究的な学び」

これからの学校教育の中心になる

「
探
究
的
な
学
び
」と
は
何
か

　

文
部
科
学
省
教
育
課
程
部
会
の
生
活
、
総
合

的
な
学
習
・
探
究
の
時
間
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
は
、「
探
究
」
を
「
実
社
会
・
実
生
活
と
の

関
わ
り
の
中
で
見
い
だ
す
自
己
の
興
味
・
関
心

や
問
題
意
識
に
基
づ
き
課
題
を
設
定
し
、
必
要

な
知
識
や
方
略
を
活
用
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
課
題
解
決
を
通
じ
た
新
た
な
価
値
の
創
造

を
繰
り
返
し
て
い
く
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
整

理
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
課
題
」「
プ
ロ
セ

ス
」「
成
果
」
の
視
点
で
、
学
習
者
が
自
己
決

定
を
で
き
る
裁
量
が
狭
い
か
広
い
か
に
よ
り
、

「
探
究
」
の
在
り
方
を
４
段
階
に
分
類
。
最
も

自
己
決
定
で
き
る
裁
量
が
広
い
も
の
を
「
パ

タ
ー
ン
４
（
オ
ー
プ
ン
な
探
究
）」
と
し
、
高

校
段
階
で
こ
の
探
究
を
自
律
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
小
中
段
階
で

は
、
自
己
決
定
の
裁
量
が
よ
り
狭
い
段
階
の
パ

タ
ー
ン
１
か
ら
パ
タ
ー
ン
３
の
探
究
に
、

「
オ
ー
プ
ン
な
探
究
」
を
適
切
に
取
り
入
れ
る

こ
と
を
明
確
化
す
べ
き
と
し
、
パ
タ
ー
ン
２
や

パ
タ
ー
ン
３
が
「
探
究
的
な
学
び
」
に
想
定
さ

れ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

与
え
ら
れ
た
知
識
等
を
覚
え
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
知
識
や
方
略
を
活
用
し
、

自
ら
考
え
、
試
行
錯
誤
す
る
過
程
を
大
切
に
し

た
学
び
。
こ
う
し
た
学
び
が
重
視
さ
れ
る
背
景

に
は
、
予
測
困
難
な
社
会
の
中
で
、
自
ら
課
題

を
見
い
だ
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
探
究
的
な
学

び
」
に
取
り
組
む
子
ど
も
は
、
学
力
調
査
の
結

果
だ
け
で
な
く
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に
生
か

探究のイメージ

学習者の裁量に着目した「探究」「探究的な学び」の考え方について(イメージ)

必要な知識や方略 ※各教科等の学びを含む

②試行錯誤

見いだす

広 狭

狭 広

活用

実社会・実生活との関わり（身体性を伴う体験や経験）
課題の更新、意欲の深まり

❶課題 ❷プロセス ❸成果
パターン1 

（確認のための探究） ✓ ✓ ✓
パターン2 

（構造化された探究） ✓ ✓
パターン3 

（指導された探究） ✓
パターン4 

（オープンな探究）

①自己の興味・関心や
問題意識に基づく課題

（自己や他者にとっての）
③新たな価値の創造

そ
う
と
す
る
姿
勢
や
、
自
分
な
り
に
学
び
方
を

工
夫
す
る
力
な
ど
に
も
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
で
の

「
探
究
的
な
学
び
」の
位
置
づ
け
と

目
指
す
方
向
性

　
「
探
究
」
は
、
こ
れ
ま
で
「
総※

合
的
な
学
習

の
時
間
」（
以
下
「
総
合
」）
で
行
う
も
の
、
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
各

教
科
等
と
「
総
合
」
の
時
間
を
相
互
に
関
連
付

解決を通じて

教
師
か
ら
与
え
ら
れ
る
情
報
の
範
囲

探
究
的
な
学
び

探
究

学
習
者
が
自
己
決
定
で
き
る
裁
量

※次期学習指導要領においては、小学校から高校まで一貫して「総合的な探究の時間」に名称変更される。
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注：イメージは検討の一部を資料化したものであり、改訂に関わる全ての要素を網羅する性質のものではない� 出典：文部科学省 教育課程部会　審議まとめに向けた検討〈令和8年8月4日〉

※幼児教育：0歳〜小学校就学前までの幼稚園、保育所、認定こども園における教育

※教師の適切な指導の下で行うとともに、教師の過度な負担
を生じさせないことが前提

教師を起点として
共通テーマを設定

テーマ探究 マイ探究

個人を起点と
して課題を設定

ま
す
。「
探
究
的
な
学
び
」
を
学
校
全
体
で
支

え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
も
、
今
後
の
大
き
な

方
向
性
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
場
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

先
生
方
の
声
は

　

議
論
が
進
む
一
方
で
、「
探
究
」
の
実
践
に

は
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
現
場
か
ら
は
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど

の
よ
う
に
設
計
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
授
業
が
調
べ
学
習
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
」

「
学
校
で
設
定
し
た
テ
ー
マ
が
優
先
さ
れ
、
子

ど
も
の
興
味
・
関
心
を
十
分
に
生
か
せ
な
い
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
育
成
を

目
指
す
学
び
の
姿
に
つ
い
て
、
学
校
間
や
教
員

間
で
共
通
理
解
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
教
科
等
や
「
総
合
」

の
枠
組
み
を
超
え
、
全
時
と
し
て
「
探
究
的
な

学
び
」
に
取
り
組
む
実
践
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「深い学び」の実現のための
「統合的な理解・総合的な発揮」

に向けた授業改善

全ての活動を通じ、
学びに向かう力・人間性等

の育成を重視

全ての活動の基盤となる
心理的安全性の確保

（学級経営、教科指導）

情報活用能力・言語能力の
育成を一体的に充実

（デジタルのみならず
一層身体性を重視）

障害や認知特性等
多様な実態を踏まえた調整

（全ての子供の学びやすさに繋がる
授業設計・環境整備・家庭学習を含む）

複層的な包摂に向けた
特別の教育課程の新設・改善

（校内外教育支援センターに通う不登校児童生徒（新設）、
特定分野に特異な才能のある児童生徒（新設）、

通級指導・日本語指導が必要な児童生徒）

調整授業時数制度の活用
（一定の要件の下、各教科等の時数を減じて、 

教科への上乗せ、裁量的な時間等に活用）

構
造
化
に
伴
う
必
要
に

応
じ
た
内
容
の
精
選
、

教
科
書
の
精
選

子供たちの多様性を踏まえた
個に応じた学習過程の充実

（科学的根拠に基づく学習の自己調整や学習方略の
指導等、学習途中のアセスメントとフィードバック）

⃝「テーマ探究」と「マイ探
究」をバランスよく組み合
わせる

⃝価値の実現をめぐる葛藤や価値の対立をめぐる葛
藤と向き合う
⃝道徳的行為に関する実体験や実感を伴う活動を重視

⃝納得解を創造する合意形成
⃝意見表明の機会の確保
⃝安易な多数決の回避や少数
⃝意見の吟味の重視
⃝対話と合意の手法を活用

⃝企画・運営を含め児童生
徒が主体的に役割を担う
⃝文化的行事を「好き」や

「得意」を発表する機会と
しても明確化

⃝「プレゼン」、「レポート」
等に加え、「作品制作」も
示すなど探究（外化）の在
り方を拡充
⃝多様な興味・関心に応
えるチームでの指導体制

 「主体的・対話的で深い学び」の実現を通じた 自らの人生を舵取りする力 と 民主的で持続可能な社会の創り手 の育成

幼児教育における「遊びの深まり」

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに

（言葉を用いて考える力の基礎の育成、他者と関わり協同する力の育成、遊びの中で多様な動きを伴う体験の充実と身体感覚の育成)

自己の興味・関心に
関わる課題の設定の
充実

考え、議論する道徳の実装

子供主体のルール形成 子供主体の学校行事生きて働く「確かな知識」の習得（意味理解や知識の構造化を重視）

自分の意見や考えを根拠をもって表現する活動
（AIに頼らず、書く・話すなどの外化を通じ、習得した知識や自分の意見や考えを表現）

探究的な学びの充実
（教科においても「なぜ？」を重視し、知識の構造化や総合での課題の発見に繋げる）

社会・職業とのつながり・学ぶ意義の重視
（全ての教科で重視。特に中・高では「数学ガイダンス」「科学ガイダンス」を新設）

自律的な学習習慣の形成
（学習の自己調整を通じて、家庭学習の内容や学び方を自律的に決定）

興味・関心が広がる教材・学習方法の選択を促進
（デジタル学習基盤の積極的活用、紙・デジタルの双方を含む多様な教材の活用を推進）

メディアリテラシーや情報モラルの育成
小・総合の「情報の領域」、中・「情報・技術科」をはじめ教育課程全体で重視（クリティカル・シン
キング、情報の真偽や偏りの吟味、判断の留保、デジタルの賢い使い方と距離の置き方 等）

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
主
体
的
な
進
路
選
択
に
も
繋
げ
る

「好き」（興味・関心）を育み、「得意」を伸ばす 当事者意識を持って、自分の意見を形成し、対話と合意ができる

総合

道徳

特別活動各教科等

高

中

小

幼

　「探究的な学び」の考え方は、近年始まったもの
ではありません。日本において「総合的な学習の
時間」が創設されたのは1998年の学習指導要領
においてですが、その源流は戦前から存在しました。
　明治時代後期の1899年、教育学者の樋口勘次
郎が、子どもを学習の主体と捉え、自ら活動しな
がら学ぶ教育を提唱していました。アメリカでも
19世紀末、教育学者のパーカーやデューイが、カ
リキュラムの中心に子どもの発達や興味・関心を
置くべきと主張、さらに20世紀初頭には、キルパ
トリックやマクマリーらが、子どもが主体となっ
て目的を定め、計画・実行しながら学ぶ学習の在
り方を提唱しました。しかし、日本では訓練重視
の風潮が高まったこと、アメリカでは、教育の成
果や効果を科学的に測定し、検証しようとする動
きが広がったことや、現場の教員への支援不足な
どを背景に、全国的には浸透してこなかったとい
う歴史があります。授業実践に関する提案が、一
時の流行に留まる、あるいは限定された場でのみ
行われる結果となる要因には、現代にもつながる
ものがあるのではないでしょうか。

探究的な学びの歴史 け
な
が
ら
、
こ
の
学
び
を
学
校
教
育
全
体
で
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
応
用
と
し
て
の
探
究
は
総
合

で
、
基
礎
基
本
の
知
識
習
得
は
教
科
で
」
と

い
っ
た
捉
え
方
で
は
な
く
、
各
教
科
等
で
児
童

が
持
っ
た
興
味
・
関
心
を
、
教
科
等
や
「
総

合
」
で
の
探
究
的
な
学
び
の
場
面
で
さ
ら
に
深

め
て
い
き
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
新
た
な
問
い
や

気
づ
き
が
あ
れ
ば
、
再
び
各
教
科
等
で
の
学
び

へ
と
つ
な
げ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
往

還
し
な
が
ら
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
質
の
高
い
探
究
を
実
現
す
る
た

め
に
、
情
報
活
用
能
力
と
の
一
体
的
な
育
成
や
、

地
域
・
企
業
な
ど
実
社
会
と
の
連
携
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
学
校
ご
と
に
地
域
や
子

ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
柔
軟
な
教
育
課
程
を
編

成
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い

参考文献：藤本和久「アメリカ合衆国における総合学習の源流」、中西
修一郎「日本の総合学習の履歴」、伊藤実歩子編著『変動する総合・探
究学習―欧米と日本 歴史と現在』大修館書店、2023年
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「探究的な学び」の実践例

「
問
い
」か
ら
始
ま
る

「
探
究
学
習
」と
は

　

今
年
で
創
立
154
年
目
を
迎
え
る
吉
井
小
学
校

は
、
今
年
度
よ
り
「
小
規
模
特
認
校
（
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
）」
と
し
て
も
ス
タ
ー

ト
。
学
区
外
か
ら
15
名
の
転
入
学
生
を
迎
え
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
推
進
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
探
究
学

習
」。
教
育
課
程
の
弾
力
的
な
運
用
に
よ
り
各

教
科
、
総
合
的
な
学
習
の
垣
根
を
越
え
て
探
究

的
な
学
び
を
実
践
し
、
子
ど
も
自
ら
が
発
す
る

「
問
い
」
か
ら
始
ま
る
問
題
解
決
学
習
の
過
程

（
プ
ロ
セ
ス
）
そ
の
も
の
に
重
き
を
置
き
、
次

の
５
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

❶
日
々
の
授
業
で
問
い
を
発
す
る
子
ど
も
を

育
て
る
。
❷
探
究
的
な
学
習
を
展
開
す
る
。
❸

し
な
や
か
で
き
め
細
か
な
支
援
を
一
人
ひ
と
り

に
行
う
。
❹
子
ど
も
中
心
に
こ
れ
か
ら
の
時
代

質の高い探究的な学びとは、どのようなものなのでしょうか。
「令和8・9年度 教育課程柔軟化サキドリ研究校※」として
取り組みを行う、阿南市立吉井小学校を訪ねました。

に
求
め
ら
れ
る
小
学
校
に
す
る
。
❺
連
続
性
の

あ
る
き
め
細
や
か
な
教
育
を
推
進
。

　

各
教
科
の
授
業
は
集
中
力
維
持
の
た
め
に
１

コ
マ
45
分
を
40
分
と
し
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ

た
週
2
～
３
コ
マ
の
１
コ
マ
60
分
を
、「
探
究

学
習
」（「
ク
エ
ス
ト
タ
イ
ム
」）
と
、
追
加
の

各
教
科
の
学
習
に
各
々
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

各
教
科
の
授
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
課
題

や
自
分
な
り
の
疑
問
に
対
し
、
進
ん
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
教
科
書
上
で
身
近
と
思
え
な
い

学
習
内
容
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
問
い
を
出

発
と
す
る
こ
と
で
自
分
ご
と
と
し
て
取
り
組
ん

だ
り
、
本
時
の
内
容
を
、
教
科
書
の
丸
写
し
で

は
な
く
、
自
分
自
身
の
言
葉
で
ま
と
め
た
り
と
、

思
考
を
深
め
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
学
年
も
、
必
要
な
教
材
を
取
り
出
し
た

り
、
友
達
の
取
り
組
み
を
自
然
に
手
伝
っ
た
り
、

意
見
を
言
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
ご
く
自
然
に

進
ん
で
い
く
の
が
印
象
的
で
す
。

徳島県阿南市立吉井小学校の試み

▶
実
際
に
紙
を
折
っ
て
確
認
。
隣
り
同
士
で
相
談
中
。

◀「楽しく水遊びをするために
どんな準備が必要か」について
一人ひとりが考えます。「水で
っぽうでまとあてがしたい」「魚つりがし
たい」「ふねを作って浮かせたい」、自分の
目標に合わせて、子どもたちは自分で材
料を選び、試しながら組み立てています。

◀水中をのぞいたときにどんなふう
に見えるのか、実際にバケツに入れ
た水をのぞいて確かめています。

▼自分たちが飲んでいる水は、なぜここ
まで届くのだろう。そんな疑問を出発点
に、浄水場の仕組みについて教科書やタ
ブレット、図鑑を使って調べています。

▶紙を折った回数と、折ってで
きた長方形の数との関係を考え
ます。「６回折ったときの折り目
はいくつになるだろう？」デジタ
ル教科書を見ながら、答えにた
どりつくまでを考えます。

▼「わかった！」し
ばらくして、一人
の子どもが、黒板
に書き始めました。

▶もう一人出てきて、3人で教
え合い、説明。他の子どもた
ちも活発に意見を出します。

▼もう一人の友達が手伝いに来ます。

▲調べたいものによって、タブレットや図鑑、
教科書などをそれぞれが使い分けています。

▲自分の地域の浄水場がなぜそ
こにできたのかを考えています。

えーと、何回
折ればいいん？

最初に真ん中
で一回……

だからその
１こ隣の２を
足して……

例えば
こういうこと
なんでしょ

あっ そういうことか
あ〜

そゆことね

1年生
生活

4年生
社会

5年生
算数

取水せきから
浄水場に

行ってるんかな？
『取水せき』の
『せき』って……
さっき言ってた

『川をせきとめる』の
『せき』？

その理由は？
どういうやり方で
やったん？

それ、
『私たちの阿南市』の
このページに載ってる！

あーなるほど

どんなふうに
見えるやろ……

※教育課程柔軟化サキドリ研究校…調整授業時数を対象教科ごとに10％程度を上限として、①既存の各教科等へ上乗せ、
②教科の新設、③裁量的な時間に活用が可能。都道府県から国へ申請し、文部科学大臣が指定する。

※各教科の単元名は次の通り。1年生生活「なつをたのしもう」、4年生社会「水はどこから」、5年生算数「見方・考え方を深めよう⑴もう1回！もう1回！」

先生

先生
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探究的な学びの相談の場
「吉井っ子フォーラム」

先
生
は
静
か
、子
ど
も
は
活
発
。

子
ど
も
が
主
役
　
探
究
学
習

　

通
常
の
授
業
の
他
に
特
徴
的
な
の
が
、「
ク

エ
ス
ト
タ
イ
ム
」
の
成
果
や
途
中
経
過
を
発

表
・
相
談
す
る
、
月
に
一
度
の
「
吉
井
っ
子

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
す
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
の

全
員
が
３
つ
の
教
室
に
分
か
れ
て
参
加
し
ま
す
。

　
「
ク
エ
ス
ト
タ
イ
ム
」
や
自
学
時
間
で
調
べ

た
い
・
知
り
た
い
と
思
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

取
り
組
み
、
そ
の
過
程
で
出
た
疑
問
や
成
果
な

ど
を
一
人
３
分
で
発
表
。
そ
の
後
全
員
で
質
疑

応
答
を
行
い
ま
す
。
授
業
に
は
地
域
の
大
人
や

保
護
者
も
参
加
可
能
で
、
全
員
で
の
活
発
な
意

見
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

印
象
的
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
言
の
多

さ
で
す
。
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
10
以
上

の
発
言
や
質
問
が
次
々
と
飛
び
出
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
学
年
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
ひ

と
つ
の
質
問
に
対
し
て
、
自
分
の
考
え
を
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
進
行
も
全
て

係
の
子
ど
も
が
担
当
。
先
生
た
ち
は
、
進
行
が

詰
ま
っ
た
と
き
な
ど
に
限
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
や

質
問
を
挟
む
程
度
で
す
。
大
人
た
ち
の
感
想
や

発
言
に
対
し
て
も
、
臆
す
る
こ
と
な
く
、
至
っ

て
自
然
に
受
け
入
れ
、
全
員
が
よ
い
雰
囲
気
の

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
共
有
し
ま
す
。

　

吉
井
小
学
校
で
は
独
自
の
授
業
研
究
や
研
修

を
通
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。
外
部
講
師
を
招
い

た
授
業
研
究
会
、
元
小
学
校
長
を
「
学
び
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
週
２
回
招
聘
し
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

1年生	 ちょきちょきかざりをたくさん作ってかざりたい
2年生	 くもはどうやってつくるのか
3年生	 車のメーカーはどれくらいあるのか
4年生	 上大野城について
5年生	 ヤモリ以外にもかべを登れる生き物はいるのか
6年生	 走り幅跳びの記録を伸ばしたい

テーマ例（一部）

入り口が
いいと思う！

なんで
作りたいと
思ったん？

靴をいっぱい
置いてるところだったら
みんなが見れると思う

▲3年生の「季節の折り紙をつくって学校に飾りたい。どこ
に飾ればみんながよく見れますか？」という質問に、いろい
ろな発言が飛びだします。発表にはタブレットを使います。

▼参加者は子どもたちの他、地域の保護者や
ボランティアなども自由に参加。子どもたち
と同じ立場で意見や感想を述べます。

◀
自
分
で
動
画
を
撮
影
し
、
ク
イ
ズ
形
式

で
問
い
か
け
る
６
年
生
。
教
室
は
盛
り
上

が
り
ま
す
。「
イ
ベ
ン
ト
で
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
の
屋
台
が
出
し
た
い
」と
い
う
テ
ー
マ
。

▲「小学校時代の思い出に、１年間をテーマに
した自分のイラスト集を作るには」という６年
生のテーマ。絵が好きで得意な自分の個性を伸
び伸びと発揮しています。

子
ど
も
た
ち
の
発
言
が
あ
ふ
れ
出
す
！

季節のものを
どれくらい
かざる？

全部の季節を
作っていく？

今何個くらい
できてる？

教室の
窓の上とか？

みんながよく見る
場所はどこか、

アンケート取るといい

前も作って
なかった？

どんなだった？
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子
ど
も
が
主
役
の
学
校
を
目
指
し
て

　
私
は
教
諭
時
代
か
ら
ず
っ
と
、「
子
ど
も
が
中
心

に
な
る
よ
う
な
学
校
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を

持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。「
い
い
授
業
と
は
ど
ん
な

も
の
だ
ろ
う
」、「
ど
ん
な
授
業
な
ら
子
ど
も
た
ち
が

本
当
に
育
つ
の
だ
ろ
う
」。
あ
る
研
究
授
業
を
見
た

と
き
に
、
探
究
的
な
学
び
こ
そ
が
そ
れ
を
可
能
に
す

る
も
の
と
確
信
し
、
い
つ
か
必
ず
実
現
し
た
い
と
い

う
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
度
、
吉
井
小

学
校
に
校
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。 

　
吉
井
小
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お

け
る
探
究
的
な
学
び
の
時
間
を
「
ク
エ
ス
ト
タ
イ

ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
毎
週
2
〜
3
コ
マ
の
ク
エ

ス
ト
タ
イ
ム
で
は
、
子
ど
も
が
自
分
で
決
め
た
テ
ー

マ
を
探
究
し
、
そ
の
途
中
経
過
を
「
吉
井
っ
子

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
報
告
し
合
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
は
、
上
手
に
で
き
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
。
で
き
た
こ
と
で
は
な
く
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
、
そ
れ

を
ど
う
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
そ
の
ま
ま
伝
え
合
う
場
に
し
て
い
ま
す
。

●
吉
井
小
学
校
で
の
実
践
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
最
後
に
、校
長
の
鎌
田
秀
幸
先
生
、４
年
生
担

任
の
羽
里
理
絵
先
生
、そ
し
て
吉
井
小
学
校
の
授
業

づ
く
り
を
指
導
さ
れ
て
い
る
慶
應
義
塾
大
学
教
職
課

程
セ
ン
タ
ー
教
授・藤
本
和
久
先
生
に
、「
探
究
的
な

学
び
」に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

学
校
も
教
員
も

変
わ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
根
底
に
は
、「
学
校
も
変

わ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
が
あ

り
ま
す
。

　
私
は
、
時
代
も
社
会
も
常
に
変
わ
っ
て
い
る
の
に
、

学
校
だ
け
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
ず
っ
と
違
和
感
を

覚
え
て
き
ま
し
た
。
前
年
度
の
計
画
を
踏
襲
し
て

「
今
年
も
こ
れ
で
い
い
で
す
ね
」
と
い
う
の
で
果
た

し
て
い
い
の
か
。

　
学
校
は
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
思
え
ま
す
が
、

子
ど
も
は
毎
年
変
わ
る
し
、
職
員
も
変
わ
り
ま
す
。

目
標
を
き
ち
ん
と
議
論
し
な
い
ま
ま
、
去
年
と
同
じ

こ
と
を
や
っ
て
も
意
味
が
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　
繰
り
返
し
に
慣
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
先
生
方

に
は
常
に
「
前
例
踏
襲
・
現
状
維
持
は
や
め
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。 

「
探
究
的
な
学
び
」が
も
た
ら
す
も
の

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
学

校
・
教
員
・
子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
確
か
な

変
化
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
全
体
で
は
、

「
自
分
た
ち
が
つ
く
る
学
校
」
と
い
う
意
識
が
高
ま

り
、
新
し
い
こ
と
へ
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
探
究
的
な
学
び
を
柱
と
し
て
い
る

こ
と
に
共
感
を
い
た
だ
き
、
校
区
外
か
ら
も
多
く
の

転
入
学
児
童
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
生
方
の
変
化
は
授
業
の
中
に
表
れ
て
い
ま
す
。

担
任
の
先
生
方
は
ど
う
し
て
も
子
ど
も
よ
り
も
先
に

説
明
し
た
が
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
と
子
ど
も
は
引
い

て
し
ま
う
。
考
え
る
間
を
持
た
せ
て
、
何
か
言
い
始

め
た
ら
流
れ
を
つ
な
ぐ
。
そ
う
い
っ
た
「
つ
な
ぎ
発

言
」
の
ス
キ
ル
が
ず
い
ぶ
ん
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

指
導
案
は「
作
戦
図
」

　
吉
井
小
学
校
の
指
導
案
は
、
教
師
の
教
え
方
を
書

い
た
「
設
計
図
」
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
思
考
が
こ

う
流
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
識
の
流
れ
を
想

定
し
、「
で
は
教
師
は
ど
う
出
る
か
」
を
描
い
た

「
作
戦
図
」
で
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
対
す
る
き
め
細
か
な
見
取
り
が
な
け
れ
ば
書
け
ま

せ
ん
。
子
ど
も
が
主
体
の
学
び
は
、
こ
の
よ
う
な
試

み
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
学
び
の
主
役
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
か

ら
教
わ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
考

え
て
い
い
ん
だ
と
い
う
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
、

「
も
っ
と
知
り
た
い
」「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
自
発
的
な

問
い
を
持
ち
、
も
の
ご
と
に
主
体
的
に
取
り
組
む
姿

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
、
先
生
方
、
み
ん
な
で
つ
く
る
み
ん

な
の
学
校
と
し
て
、
毎
日
楽
し
く
学
び
合
い
が
で
き

る
、
ほ
ん
と
う
の
教
育
が
で
き
る
学
校
が
実
現
し
て

い
る
こ
と
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に「
教
え
る
場
」か
ら

子
ど
も
を「
理
解
す
る
場
」へ

　
私
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
出
て
き
た
問
い
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
、
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
発
言
も
否
定
せ
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
が
、
視
点
が
広
が
り
過
ぎ
て
い
た

り
、
話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
と
き
は
「
こ
こ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
け
ど
、

み
ん
な
ど
う
？
」
と
一
旦
ク
ラ
ス
全
体
に
返
し
た
り
、

資
料
を
も
う
一
度
読
み
返
し
た
り
し
て
、
子
ど
も
自

身
が
気
づ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
調
べ
た
り
考
え
た
り
し
な
が
ら
、
自

然
と
気
づ
き
に
向
か
え
る
流
れ
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
仕
方
か
ら

な
か
な
か
切
り
替
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。
以
前
は
、
45
分
間
で
き
っ
ち
り

と
終
え
る
授
業
を
理
想
と
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

い
く
ら
私
が
「
こ
う
だ
よ
」
と
説
明
し
て
も
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
で
考
え
た
ほ
う
が
よ
く
理
解
で
き
て

い
た
と
い
う
経
験
を
重
ね
る
に
つ
れ
、「
実
は
教
師

が
言
い
過
ぎ
な
い
ほ
う
が
い
い
ん
だ
な
」
と
、
少
し

ず
つ
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
探
究
学
習
」
に
取
り
組
ん
で
み
て
よ
か
っ
た
の

は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
く
様
子

が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。「
そ
れ

ぞ
れ
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
ん
だ
な
」
と

感
じ
な
が
ら
授
業
が
で
き
る
こ
と
が
、
本
当
に
大
事

な
ん
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
以
前
は
、
何
を
言
お
う
、
何
を
指
導
し
よ
う
と
教

え
る
内
容
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

「
子
ど
も
が
知
り
た
い
こ
と
を
一
緒
に
や
ろ
う
」
と

い
う
気
持
ち
で
臨
ん
で
み
た
と
き
、
今
こ
の
子
た
ち

に
何
の
手
立
て
が
必
要
か
を
考
え
る
ほ
う
が
大
事
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
私
の
言
葉
で
導
く
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
学
び
た
い
か
。
授
業
は
「
教
材
を
教
え
る

場
」
で
は
な
く
「
子
ど
も
を
理
解
す
る
場
」。
教
師

の
心
が
ど
こ
を
向
い
て
い
る
か
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

鎌田秀幸先生

羽里理絵先生

阿南市立吉井小学校
校長

阿南市立吉井小学校
4年生担任

Kamada Hideyuki

Hari Rie

「
探
究
の
文
化
」が
育
つ
学
校
へ
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田村知子先生

早稲田大学
教育・総合科学学術院 教授

主催

藤本先生監修
「探究文化ふりかえりシート」
（A4印刷推奨）

ご自身の学校で、探究的な学びの
文化がどのくらい根付いているか、
ふりかえりの際にご活用ください。

若手教員座談会 リアルな悩みを本音で語る！

「探究的な学び」はどこから始めればよい？
日々子どもたちと向きあっている若手の先生方3名が、「探究的な学び」に関する率直な考えや悩み、
工夫していることなどを語り合いながら、早稲田大学教授の田村知子先生にアドバイスをいただきました！

「探究学習」に
迷ったときの考え方や

工夫のヒントを
Webで公開中！

探究の進め方が
わからない

イベントで
終わってしまう

評価の仕方が
わからない

子どもの問いが
続かない

■
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

探
究
的
な
学
び
は

ミ
ク
ロ
な
日
常
の
中
に
あ
る

　
鎌
田
校
長
先
生
の
お
話
に
あ
っ
た
ク
エ
ス
ト
タ
イ

ム
や
吉
井
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
そ
し
て
吉
井
小
の
先

生
方
が
日
々
の
授
業
で
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
共

通
す
る
の
は
、「
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
」「
わ

か
ら
な
い
こ
と
」
を
隠
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
場
に
出
し

て
い
く
と
い
う
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、

私
が
大
切
に
し
て
い
る
「
探
究
の
文
化
」
そ
の
も
の

で
す
。

　
探
究
的
な
学
び
と
い
う
と
、
大
き
な
テ
ー
マ
を
掲

げ
た
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
先
生

が
多
い
の
で
す
が
、
私
は
む
し
ろ
日
常
の
ご
く
小
さ

な
場
面
に
こ
そ
本
質
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ

る
子
ど
も
が
算
数
の
授
業
で
「
な
ん
で
こ
の
角
度
と

こ
の
角
度
が
同
じ
っ
て
言
え
る
の
？
」
と
つ
ぶ
や
い

た
瞬
間
、
社
会
の
授
業
で
縄
文
時
代
の
生
活
を
表
し

た
図
版
を
見
て
発
し
た
「
海
が
綺
麗
だ
」
と
い
う
言

葉
が
、
貝
塚
の
話
題
へ
と
広
が
っ
た
瞬
間
。
そ
ん
な

教
科
内
の
一
場
面
か
ら
も
う
「
探
究
」
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
教
師
が
答
え
を
用
意
し
て
子
ど
も
を
誘
導
す
る
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
問
い
に
本
気
で
向
き
合
い
、

一
緒
に
驚
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
が
探

究
の
入
り
口
で
す
。

 

問
い
は「
生
き
物
」。

だ
か
ら
、鮮
度
が
大
事

　
子
ど
も
の
問
い
は
そ
の
瞬
間
に
生
ま
れ
る
も
の
。

で
す
か
ら
、
生
き
物
と
同
じ
く
「
鮮
度
」
が
勝
負
で

す
。
問
い
が
生
ま
れ
た
瞬
間
に
学
び
が
動
き
出
さ
な

け
れ
ば
、
そ
の
熱
は
た
ち
ま
ち
冷
め
て
し
ま
い
ま
す
。

学
び
の
場
面
を
区
切
っ
て
、「
ま
ず
問
い
、
次
に
調

べ
、
最
後
に
ま
と
め
る
」
と
い
う
形
式
的
な
探
究
を

進
め
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
子
ど
も
を
探
究
嫌
い
に
す

る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
新
鮮
な
「
問
い
」
が
立
っ
た
そ
の
文
脈
の
中
で
、

す
ぐ
に
解
決
へ
と
向
か
う
必
然
性
を
生
み
出
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
知
識
の
習
得
は
教

科
で
、
探
究
は
総
合
で
」
と
い
う
棲
み
分
け
は
危
険

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
教
科
の
基
礎
的
な
内
容
の
中
に

こ
そ
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
「
初
め
て
の
出
会
い
」

が
あ
り
、
驚
き
と
問
い
の
芽
が
宿
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
そ
の
芽
を
摘
ま
な
い
こ
と
が
、
探
究
の
文
化
を

つ
く
る
第
一
歩
な
の
で
す
。

教
師
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら

　
教
師
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
全
て
を
知
っ
て
い

る
存
在
」
で
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

に
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
一
緒
に
考
え
よ
う
」
と
言

え
る
姿
勢
、
子
ど
も
の
仮
説
を
心
か
ら
お
も
し
ろ
が

る
余
裕
、
そ
し
て
出
す
ぎ
な
い
「
引
き
算
」
の
立
ち

位
置
に
い
る
こ
と
で
す
。

　
教
師
自
身
が
対
象
を
楽
し
ん
で
い
る
と
き
、
子
ど

も
は
自
然
と
触
発
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
つ
ぶ

や
き
や
素
朴
な
仮
説
が
教
室
中
に
広
が
り
、
互
い
に

刺
激
し
合
う
。
そ
う
い
う
空
気
こ
そ
が
、
探
究
的
な

学
び
が
生
ま
れ
る
土
壌
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

探
究
文
化
・
教
員
文
化
・
学
校
文
化
を

同
時
に
変
え
る

　
こ
う
し
た
環
境
は
、
一
人
の
教
師
の
努
力
だ
け
で

は
根
付
き
ま
せ
ん
。
教
室
内
外
で
子
ど
も
た
ち
が
自

然
と
問
い
を
出
し
合
い
、
学
び
合
え
る
文
化
（
探
究

文
化
）、
教
師
同
士
が
前
向
き
に
学
び
合
え
る
文
化

（
教
員
文
化
）、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
学
校
全
体
が
組
織

的
に
も
支
え
、
引
き
継
い
で
い
く
文
化
（
学
校
文

化
）
の
三
つ
を
、
同
時
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
暗
黙
知
を
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
が

翻
訳
し
、
若
手
へ
と
橋
渡
し
す
る
。
校
内
研
究
が
形

式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
教
師
同
士
が
本
音
で
問
い

返
し
合
え
る
場
に
な
る
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
の
中

で
、
探
究
の
文
化
は
じ
わ
じ
わ
と
、
し
か
し
確
実
に

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
吉
井
小
学
校
が
そ
の
三
つ
を

体
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
、
地
域
の
人
た
ち
を
惹
き
つ
け
て
い
る
事
実
が

物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
学
校
も
教
員
も
変
わ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
鎌
田
先
生
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
そ
の
通

り
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
り
、

歳
を
重
ね
て
も
な
お
、
あ
の
と
き
学
校
で
、
先
生
と
、

友
達
と
学
ん
だ
こ
と
を
ず
っ
と
覚
え
て
い
る
。
教
師

は
、
そ
う
い
う
教
育
の
痕
跡
を
残
せ
る
は
ず
で
す
。

そ
れ
こ
そ
が
、
教
師
と
い
う
仕
事
の
持
つ
本
当
の
果

実
だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

藤本和久先生

慶應義塾大学
教職課程センター 教授

Fujimoto Kazuhisa

「
探
究
の
文
化
」を
育
て
る
た
め
に


